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＜第１部 映画に対する私のスタンス＞ 

第１ 私のプロフィール 
①１９４９（昭和２４）年 愛媛県松山市生まれ（団塊世

代）、②中・高一貫受験 男子校、③学生運動、 
④司法試験、⑤公害訴訟（１０年）、⑥都市再開発・まち

づくり（２４年間）、⑦都市法政策 出版・講義、 
⑧映画評論、⑨旅行記（中国へ１２回） 

 
第２ 私と映画 
１．小学時代（１９５５～６１年）――『にあんちゃん』 

（５９年） 
２．中学・高校時代（１９６１～６７年） 
 ①３本立て５５円（洋画＋日活）、 
②学校推薦（『ベン・ハー』など）、③試写会時  々
３．大学時代（１９６７～７１年） 
 ①時々、名画座系（３本立て１５０円？） 
②日活ロマンポルノ 
４．司法修習生――深夜映画＋ビデオ数台（年末年始） 
５．超多忙時代――    〃 
６．自社ビル移転、ホームページ開設（２００１～０８年） 
 ①映画評論執筆開始 
②今や年間３２０本『シネマ１～２０』出版 
 ・『シネマルーム５』―中国映画６６本 
 ・『シネマルーム８』―韓国映画２２本 
 ・『シネマルーム１７』―中国映画８３本 
 ・『シネマルーム１９』―韓国映画２７本 
７．私が映画が好きな理由・・・？ 
８．映画検定――キネマ旬報社・キネマ旬報映画総合研究所

主催 
 ・『「映画検定」公式テキストブック』 
 ・『「映画検定」公式問題集』 
・４級合格（０６年７月） 
・３級合格（０７年１月） 
９．スカパー！『祭りＴＶ！』（テーマ 吉永小百合）ゲスト

出演（０８年１０月１６日収録） 
 
第３ 私の１本・私のベスト５               
１．私の１本――『サウンド・オブ・ミュージック』（高３） 
２．私のベスト５ 
洋画              
①『風と共に去りぬ』（３９年）          

  ②『ウエスト・サイド物語』（６１年） 
  ③『卒業』（６７年） 

 
 
 
 
 
 
 
  ④『太陽がいっぱい』（５９年） 
  ⑤『ゴッドファーザー』（７２年） 
 邦画 
  ①『砂の器』（７４年） 
②『幸福の黄色いハンカチ』（７７年） 
③『人間の條件』（５９～６１年） 
④『蒲田行進曲』（８２年） 
⑤『誰も知らない』（０４年） 
中国映画              
①『紅いコーリャン』（８７年）          

  ②『さらば、わが愛／覇王別姫』（９３年） 
  ③『初恋のきた道』（００年） 
  ④『北京ヴァイオリン』（０２年） 
  ⑤『見知らぬ女からの手紙』（０４年） 
 
第４ 私の愛読書 
１．昔『スクリーン』『映画の友』 
２．今『週刊２０世紀シネマ館』５０冊＋別巻１０冊 

『キネマ旬報』 
３．参考書：『中国映画の明星』 

『中国映画の明星―女優編』 
（石子順・０３年・平凡社） 

４．私の夢 
①『坂和流シネマと法律』の出版 
②中国語による中国映画の評論本の出版 

 
第５ なぜ映画？なぜ評論？ 
１．なぜ映画が面白いか？ 
 ①人間の本性に迫る、②人生の縮図、③知らないことを体

験、④歴史や恋愛の勉強、⑤夢と希望、元気の素 
２．なぜ映画評論を書くか 
  ①書かないと忘れる、②書くことによって感動を記録、③

他者との議論のネタ、④読者にも夢と希望と元気を与える 
３．何が好きか？ 
 ①人それぞれ、②必ず好きなジャンルあり 
４．映画評論の何が面白いか？ 
 ①映画の話題は老若男女に共通 
②人間の本音に早く迫れる。本性が早く見れる、 
③異なる意見、見方、感性を知る 
５．こだわりがわかる！ 
 ①私のこだわりは？②あなたのこだわりは？ 
③面白い人がたくさん・・・ 

和歌山県立医科大学保健看護学部   ２００９（平成２１）年１月１４日 
映画から学ぶ医療従事者の生き方 

弁護士 坂 和 章 平 
 

資料１の１、２ 

資料２ 

資料３ 

資料４ 
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第６ 『ＳＨＯＷ－ＨＥＹシネマルーム』の映画評論の 
特徴（ユニーク性） 

１．弁護士の視点 
 ①法廷のあり方、②各種の法律上のテーマ 
③その他（危機管理のシステム） 
２．都市法政策の講義、都市問題の実践からみる視点 
  ①都市・住宅政策、②公害 
３．歴史大好き人間の視点 
  中国、韓国、ヨーロッパ中世 
４．文学大好き 
５．戦争映画検討の視点 
６．日本人論追及の視点（西欧や中国との対比） 
７．恋愛大好き、ピュアな少年の視点（？） 
８．エロおやじの視点 
９．時事問題検討の視点 
 

＜第２部 私の映画論＞ 

第１ 映画産業の成り立ちは？ 
１． 製作、配給、興行システムの現状は？ 
２． シネコン方式の功罪は？（単館方式への圧迫？） 
３．映画ジャーナリズムの現状は？ 
――宣伝マン、記者評論家の果たす役割は？ 

４．製作委員会方式とは？映画ファンドとは？ 
――資金調達方法の多様化の功罪 

 
第２ ハリウッドメジャー映画の戦略と現状は？  
１．アメリカンコミック花盛り 
・『デアデビル』（０３年） 
・『ハルク』（０３年）（③１０７頁） 
・『キャット・ウーマン』（０４年）（⑦３５６頁） 
・『スパイダーマン２』（０４年）（⑥１４頁） 
・『スパイダーマン３』（０７年）（⑭２２２頁） 
・『バットマン ビギンズ』（０５年）（⑧１２７頁） 
・『シン・シティ』（０５年）（⑨３４０頁） 
・『ファンタスティック・フォー』（０５年）（⑧１３１頁） 
・『ファンタスティック・フォー 銀河の危機』 

（０７年）（⑮３４頁） 
・『スーパーマン リターンズ』（０６年）（⑫６７頁） 
・『Ｘ－ＭＥＮ：ファイナル ディシジョン』 

（０６年）（⑪４０４頁） 
・『３００ スリーハンドレッド』（０７年）（⑮５１頁） 
・『ダークナイト』（０８年） 
・『アイアンマン』（０８年） 
・『インクレディブル・ハルク』（０８年） 
２．巨大シリーズモノ花盛り 
・『パイレーツ・オブ・カリビアン』（３部作）（０３年 
（③１０１頁）、０６年（⑪２０頁）、０７年（⑮１４頁）） 
・『ハリー・ポッター』（０１年、０２年、０４年 

（⑥３０頁）、０５年（⑨２０頁）、０７年（⑮２３頁）） 
・『ナルニア国物語 第１章ライオンと魔女』（０５年） 

（⑨１２頁） 
・『ナルニア国物語 第２章カスピアン王子の角笛』 

（０８年） 
・『ロード・オブ・ザ・リング』（３部作）（０１年 
（①２９頁、０２年（②５４頁）、０３年（④４４頁）） 
第３ 邦高洋低はホンモノ？―日本映画崩壊？  
１．０６年興行収入２０２５億円 

洋画９４８億、邦画１０７７億（５３％） 

公開本数―洋画４０４本、邦画４１７本 

５０億円超の邦画６本 

 ・『ゲド戦記』（７６億円） 

・『ＬＩＭＩＴ ＯＦ ＬＯＶＥ 海猿』（７１億） 

・『ＴＨＥ 有頂天ホテル』（６０億） 

・『日本沈没』（５３億） 

・『ＤＥＡＴＨ ＮＯＴＥ  

ｔｈｅ Ｌａｓｔ ｎａｍｅ』（５２億） 

・『男たちの大和／ＹＡＭＡＴＯ』（５０億） 

２．０７年興行収入１９８４億（１０億超５１本） 

  洋画１０３８億、邦画９４６億――再逆転 

 洋画 

  ・『パイレーツ・オブ・カリビアン 

／ワールド・エンド』（１０９億） 

  ・『ハリー・ポッターと不死鳥の騎士団』（９４億） 

  ・『スパイダーマン３』（７２億） 

  ・『ダイ・ハード４．０』（３９億） 

  ・『オーシャンズ１３』（３２億） 

  ・『バイオハザードⅢ』（２９億） 

 邦画 

  ・『ＨＥＲＯ』（８１億） 

  ・『ＡＬＷＡＹＳ 続・三丁目の夕日』（４５億） 

  ・『西遊記』（４３億） 

  ・『武士の一分』（４１億） 

  ・『恋空』（３９億） 

３．０８年興行収入（１１月まで） 

 １０億超５３本（邦画２９本、洋画２４本） 

 洋画 

  『インディ・ジョーンズ  

クリスタルスカルの王国』（５７億） 

  『レッドクリフＰａｒｔ１』（４８～５０億） 

『アイ・アム・レジェンド』（４３億） 

『ライラの冒険 黄金の羅針盤』（３７億） 

『ハンコック』（３１億） 

 邦画 

  『崖の上のポニョ』（１５４億） 

  『花より男子ファイナル』（７７億） 

『容疑者Ｘの献身』（５０億） 

『ポケットモンスター』（４８億） 

資料５の１、２、３ 
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『相棒―劇場版―』（４４億） 

  『ザ・マジックアワー』（４０億） 

  『２０世紀少年』（３９億） 

   

４．李相日監督の問題提起 

（１）①製作委員会方式→テレビとタイアップ 

（特にフジテレビ） 

②大量宣伝とシネコン方式 

③作家性の喪失―企画力低下 

           ケータイ小説頼り 

（２）単館上映ながら上質な映画の健闘 

  『フラガール』（李相日監督） 

  『ゆれる』（西川美和監督） 

  『歓喜の歌』（松岡錠司監督） 

  『アフタースクール』（内田けんじ監督） 

  『同窓会』（サタケミキオ監督） 

  『純喫茶磯辺』（吉田恵輔監督） 

  『トウキョウソナタ』（黒沢清監督） 

５．テレビドラマの劇場化は？ 

 ・『踊る大捜査線 ＴＨＥ ＭＯＶＩＥ』（９８年） 

 ・『踊る大捜査線 ＴＨＥ ＭＯＶＩＥ２ 

 レインボーブリッジを封鎖せよ！』（０３年） 

 ・『海猿』（０４年）（④１１５頁） 

 ・『ＬＩＭＩＴ ＯＦ ＬＯＶＥ 海猿』 

（０６年）（⑪４４頁） 

・『大奥』（０６年）（⑬２０５頁） 

・『トリック劇場版２』（０６年）（⑪３２１頁） 

・『アンフェア ｔｈｅ ｍｏｖｉｅ』 

（０７年）（⑬２２８頁） 

・『西遊記』（０７年）（⑮４０頁） 

・『ＨＥＲＯ』（０７年）（⑯１５１頁） 

・『相棒―劇場版―』（０８年） 

・『容疑者Ｘの献身』（０８年） 

６．原作モノ（コミック、ケータイ小説） 
 ・『ＮＡＮＡ―ナナ―』（０５年）（⑧１９２頁） 
・『ＮＡＮＡ２』（０６年）（⑬１６２頁） 
・『笑う大天使（ミカエル）』（０５年）（⑪４００頁） 
・『ＤＥＡＴＨ ＮＯＴＥ（前編）』（０６年）（⑪３９３頁） 
・『ＤＥＡＴＨ ＮＯＴＥ ｔｈｅ  

Ｌａｓｔ ｎａｍｅ』（０６年）（⑫８５頁） 
 ・『夕凪の街 桜の国』（０７年）（⑮２６１頁） 
・『さくらん』（０７年） 
・『こわい童謡 表の章』（０７年）（⑮４７５） 
・『吉祥天女』（０７年）（⑮３６２頁） 
・『蟲師』（０６年）（⑭３６３頁） 
・『グーグーだって猫である』（０８年） 
・『２０世紀少年』（０８年） 
・『イキガミ』（０８年） 
・『Ｄｅａｒ Ｆｒｉｅｎｄｓ  

ディア フレンズ』（０７年）（⑬１５７頁） 
・『恋空』（０７年） 
・『ぼくたちと駐在さんの 

７００日戦争』（０７年）（⑱６１頁）（ブログ） 
 
第４ 日中韓（香、台）の映画比較あれこれ  
１．監督、俳優の養成システムは？映画大学は？ 
日本―国立の映画大学なし 
東京藝術大学大学院映像研究科映画専攻監督領域卒業 
――池田千尋監督（『東南角部屋 二階の女』）（０８年） 

 東京藝術大学大学院修士課程映像研究科映画専攻脚本領域

卒業――大石三知子（『東南角部屋 二階の女』脚本） 
韓国―韓国映画アカデミー（１９８４年設立） 

中国―北京電影学院（１９５０年設立） 

   北京中央戯劇学院 など 
２．製作本数、観客動員数、興行収入（人口比） 
日本―人口１億２千万 
韓国―人口４８００万 
 『光州５・１８』（０７年）７４０万人動員（６分の１） 
       （日日０８．５／１７）    
  
『王の男』（０６年）１３００万人動員（４分の１） 
      （産経０６．１１／１０） 
 
 『グエムル 漢江の怪物』（０６年）１３００万人超 
中国―人口１３億人 
台湾―人口２２００万 
 『西瓜』で１３万人動員（２００５年興行成績１位） 
香港―人口７００万人 
３．国際的に活躍する監督、俳優 
 日本―後述のとおり 
 韓国―ポン・ジュノ監督 

・『グエムル 漢江の怪物』（０６年） 
 中国―①張藝謀（チャン・イーモウ）監督 
    ・『ＨＥＲＯ（英雄）』（０２年） 
    ・『ＬＯＶＥＲＳ（十面埋伏）』（０４年） 
    ②陳凱歌（チェン・カイコー）監督 
    ・『ＰＲＯＭＩＳＥ』（０５年） 
    ③呉宇森（ジョン・ウー）監督 
    ・『男たちの挽歌』シリーズ 

・『フェイス・オフ』（９７年） 
・『Ｍ：Ｉー２』（００年） 
・『ウィンドトーカーズ』（０１年） 
・『ペイチェック―消された記憶』（０３年） 
・『レッドクリフ』（０８年） 
④賈樟柯（ジャ・ジャンクー）監督 

    ・『長江哀歌』（０７年） 
    ⑤章子怡（チャン・ツィイー） 
    ⑥鞏俐（コン・リー） 
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 台湾―①李安（アン・リー）監督 

  ・『ブロークバック・マウンテン』（０５年） 

（ベネチア国際映画祭金獅子賞受賞） 

・『ラスト、コーション』（０７年） 

（ベネチア国際映画祭金獅子賞受賞） 

②侯孝賢（ホウ・シャオシエン）監督 

・『悲情城市』（８９年） 

③ジャッキー・チェン 
 香港―①王家衛（ウォン・カーウァイ）監督 
    ②劉偉強（アンドリュー・ラウ）監督 

麥兆輝（アラン・マック）監督 

    ・『インファナル・アフェア』３部作 

    ③楊紫瓊（ミシェル・ヨー） 
    ④劉德華（アンディー・ラウ） 
    ⑤梁朝偉（トニー・レオン） 
 
第５ 女性監督の活躍 
１． 日本 
 桃井かおり監督―『無花果の顔』（０６年） 
 西川美和監督―『ゆれる』（０６年） 
蜷川実花監督―『さくらん』（０７年） 
萩上直子監督―『かもめ食堂』（０５年） 
岩田ユキ監督―『檸檬のころ』（０７年） 
タナダユキ監督―『赤い文化住宅の初子』（０７年） 
永田琴監督 
―『Ｌｉｔｔｌｅ ＤＪ～小さな恋の物語～』（０７年） 

 河瀬直美監督―『殯の森』（０７年） 
 池田千尋監督―『東南角部屋 二階の女』（０８年） 
２．デンマーク 
 スサンネ・ビア監督 
 『ある愛の風景』（０４年） 

（日日０７．１２／２８） 
 『アフター・ウェディング』（０６年） 
 『悲しみが乾くまで』（０８年）―ハリウッド進出作 
３． その他 
 烏蘭塔娜（ウーラン・ターナ）監督―『幸せの絆』（０３年） 
 徐静蕾（シュー・ジンレイ）監督 

―『見知らぬ女からの手紙』（０４年） 
ジャスミン・デラル監督 

―『ジプシー・キャラバン』（０６年） 
 
第６ 第８０回アカデミー賞の特徴は？ 
１． 第８０回アカデミー賞の結果をどう見るか？ 

（０８年２月） 
 ―地味！暗い！でも、すばらしい！（ダーク・オスカー） 
作品賞ノミネート作品 
・『ノーカントリー』 
・『つぐない』（日日０８．４／２６） 
・『ＪＵＮＯ／ジュノ』 

・『フィクサー』 
・『ゼア・ウィル・ビー・ブラッド』                  

 オスカー受賞作品 
作品賞・監督賞―『ノーカントリー』（０７年） 

  主演女優賞―マリオン・コティヤール 
『エディット・ピアフ 愛の讃歌』（０７年） 

  主演男優賞―ダニエル・デイ＝ルイス 
『ゼア・ウィル・ビー・ブラッド』（０７年） 

  助演男優賞―ハビエル・バルデム『ノーカントリー』 
 
第７ その他映画祭の結果は？ 
１．第６１回カンヌ国際映画祭（０８年５月） 

 『トウキョウソナタ』（０８年） 

―「ある視点」部門審査員賞（グランプリ）受賞         

２．第６５回ベネチア国際映画祭 

（０８年８月２７日～９月６日） 

・『アキレスと亀』（０８年）―北野武監督 

・『崖の上のポニョ』（０８年）―宮崎駿監督 

・『スカイ・クロラ』（０８年）―押井守監督 

  →３作品とも受賞せず 

３．第５８回ベルリン国際映画祭 

（０８年２月７日～１７日） 

 『母べえ』（０７年）―コンペティション部門正式出品 

４．第３２回モントリオール世界映画祭 

（０８年８月２１日～９月１日） 

・『おくりびと』（０８年）がグランプリ受賞 

・『誰も守ってくれない』（０８年）が最優秀脚本賞受賞 

 
第８ リメイク花盛りをどう見る？  
 黒澤明監督 
 ・『椿三十郎』（０７年）―森田芳光監督（⑯２７頁） 
・『隠し砦の三悪人 ＴＨＥ ＬＡＳＴ 
     ＰＲＩＮＣＥＳＳ』（０８年）―樋口真嗣監督 
森谷四郎監督 
 ・『日本沈没』（０６年）―樋口真嗣監督（⑪５０頁） 
大林宣彦監督 
・『転校生―さよなら あなた―』（０７年）（⑮３５０頁） 

 
第９ 原作モノ（小説）花盛りをどう見る？ 
 重松清―『疾走』（０５年） 
     『きみの友だち』（０８年） 
     『その日のまえに』（０８年） 
 浅田次郎―『地下鉄に乗って』（０６年） 
      『椿山課長の七日間』（０６年） 

『憑神』（０７年） 
 『青空のルーレット』（０７）―辻内智貴 
 『Ｌｉｔｔｌｅ ＤＪ 

～小さな恋の物語～』（０７年）―鬼塚忠 
 『犯人に告ぐ』（０７年）―雫井脩介 
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 『となり町戦争』（０６年）―三崎亜記 
 『Ｓｗｅｅｔ Ｒａｉｎ 

 死神の精度』（０８年）―伊坂幸太郎 
 『クライマーズ・ハイ』（０８年）―横山秀夫 
『神様のパズル』（０８年）―機本伸司 
 『闇の子供たち』（０８年）―梁石日（日日０８．８／２） 
 
第１０ 日本人監督、俳優の海外進出 
１． 監督 

昔―黒澤明監督、小津安二郎監督 

 今―北野武監督―『監督・ばんざい！』（０７年） 

２．男優 

昔―三船敏郎、石原裕次郎 

今―渡辺謙―『ラスト・サムライ』（０３年） 

役所広司―『バベル』（０６年）、『シルク』（０８年） 

真田広之―『ＰＲＯＭＩＳＥ』（０５年） 

        『サンシャイン ２０５７』（０７年） 

中井貴一―『ヘブン・アンド・アース』（０３年） 

        『鳳凰 わが愛』（０７年） 

   香川照之―『鬼が来た！』（００年） 

『故郷の香り』（０３年） 

『闘茶～Ｔｅａ Ｆｉｇｈｔ～』（０７年） 

浅野忠信―『モンゴル』（０８年） 

３．女優 
小雪―『ラスト・サムライ』（０３年） 

菊地凛子―『バベル』（０６年） 

工藤夕貴―『ＳＡＹＵＲＩ』（０５年） 

『ラッシュアワー３』（０７年） 

麻生久美子―『ハーフェズ ペルシャの詩』（０８年） 

木村佳乃―『ドリーム・クルーズ』（０７年） 

『ブラインドネス』（０８年） 

   田中麗奈―『幻遊伝』（０６年） 

 
第１１ アフリカ映画花盛り 
・『ホテル・ルワンダ』（０４年） 
・『ルワンダの涙』（０５年）（⑭１０１頁） 
・『ダーウィンの悪夢』（０４年）（⑫３８３頁） 
・『ラストキング・オブ・スコットランド』（０６年） 
（⑭１０６頁）（産経０７．３／２） 

・『マンデラの名もなき看守』（０７年） 
 
第１２ アフガン戦争、イラク戦争、９・１１テロ、 

ベトナム戦争を描くハリウッド映画は？ 
１．９・１１テロ 
 ・『ワールド・トレード・センター』（０６年）（⑫３５頁） 
 ・『ユナイテッド９３』（０６年）（⑫２９頁） 
 ・『セプテンバー・テープ』（０４年）（⑫４１頁） 
・『再会の街で』（０７年）（⑯２２４頁） 
・『ショートバス』（０６年）（⑯２２９頁） 

２．アフガン戦争 
 ・『チャーリー・ウィルソンズ・ウォー』 

（０７年）（⑲２７８頁） 
 ・『君のためなら千回でも』（０７年）（⑱６９頁） 
 ・『大いなる陰謀』（０７年）（⑲２５０頁） 
３．イラク戦争 
 ・『イラク―狼の谷―』（０６年）（⑯２１８頁） 
 ・『さよなら。いつかわかること』（０７年）（⑲２５５頁） 
 ・『アメリカばんざい』（０８年） 
４．ベトナム戦争 
 ・『ワンス＆フォーエバー』（０２年）（②１０１頁） 
・『花はどこへいった』（０７年） 

＜第３部 映画から学ぶ法化社会＞ 

第１ 陪審映画あれこれ 
１．アメリカの陪審制度 
・『十二人の怒れる男』（５７年） 
・『アラバマ物語』（６２年） 
・『ニューオーリンズ・トライアル』（０３年） 
２．日本の裁判員制度 
・『１２人の優しい日本人』（９１年） 
・『裁判員―決めるのはあなた』（０３年）（③３３０頁） 
３．これはショック、 

ロシア版『１２人の怒れる男』（０７年） 

      （日日０８．９／６）                 

４．裁判員制度施行（２００９年５月２１日）を控えて 

 裁判員制度実施のための研修は役に立つの？ 

 法律用語の言い換えは？ 

 

第２ 法廷モノ・弁護士モノ映画あれこれ  
１．アメリカ 
・『ザ・ファーム 法律事務所』（９３年） 
・『依頼人』（９４年） 
・『レインメーカー』（９７年）（法苑１１８号） 
・『エリン・ブロコビッチ』（００年） 
・『ジャスティス』（０２年） 
・『フィクサー』（０７年）（日日０８．４／１２）               

２．日本 
 ・『事件』（７８年） 
・『疑惑』（８２年） 
・『それでもボクはやってない』（０６年） 

（産経０７．１／１９） 
・『ＨＥＲＯ』（０７年） 
第３ 死刑映画あれこれ 

１．死刑制度 
 ・『ザ・ハリケーン』（９９年）（①４１頁） 
２．死刑囚 
・『チョコレート』（０１年）（②４３頁） 
・『私たちの幸せな時間』（０６年）（⑬９９頁） 

エンタメ① 

エンタメ② 

日日② 

日日① 
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・『ブレス（息／ＢＲＥＡＴＨ）』（０７年） 
         （日日０８．５／３１） 
３．死刑執行 
 ・『グリーンマイル』（９９年）（①３４頁） 
４．死刑廃止論 
 ・『ライフ・オブ・デビット・ゲイル』（０３年）（①３８頁） 
５．刑務官 
・『１３階段』（０３年）（②２２０頁） 
・『休暇』（０８年）（日日０８．６／７）  

 
第４ 映画から学ぶコンプライアンス 

１．映画から学ぶコンプライアンス経営 
（１）『金融腐敗列島・呪縛』（９９年） 

（法苑１１９号） 
（２）『ＣＥＯ（最高経営責任者）』（０２年） 

（⑰３３５頁） 
（３）『エンロン』（０５年）（⑫３７８頁） 
２．映画から学ぶ専門家の役割・偽装国家からの脱却 

（１）『不撓不屈』（０６年）（⑪２０５頁） 

（産経０６．６／９） 

ｃｆ．公認会計士――中央青山監査法人（カネボウ） 

           湊陽監査法人（ライブドア） 

    建築士――姉歯元一級建築士（耐震強度偽装問題） 

３．映画から学ぶ公務員改革 

―国家公務員制度改革基本法の成立が焦点 

   （渡辺喜美行政改革担当大臣） 

（１）『県庁の星』（０５年）（⑩１６０頁） 

（産経０６．３／３） 

（２）『歓喜の歌』（０７年） 

（日日０８．２／１）          

４．映画から学ぶ藩政改革（政治改革と財政改革） 
      ＶＳ日本国（小泉改革）、大阪府（橋下改革） 
（１）『椿三十郎』（０６年・日本）（⑯２７頁） 

―黒澤明監督の『椿三十郎』（６２年）のリメイク 

（２）『山桜』（０８年・日本） 
５．映画から学ぶ公と私 
（１）『プライベート・ライアン』（９８年）（法苑１２０号） 
（２）『梟の城』（９９年）（法苑１２０号） 
６．映画から学ぶ企業内セクハラ防止策 
（１）『燃ゆるとき』（０６年）（⑨１９６頁） 
（２）『スタンドアップ』（０５年）（⑨１８６頁） 
７．映画から学ぶ飲酒運転撲滅の視点と就業規則 
―飲酒運転で即クビという就業規則の妥当性は？ 

（１）『０（ゼロ）からの風』（０７年）（⑮２１４頁） 
飲酒運転「業務外でも懲戒解雇」 
⇒ 法令順守に企業躍起 
・社員の私生活に過剰介入？ 
・他の社内処分と公平保て！ 

（２）『帰らない日々』（０７年）（日日０８．８／２３） 

 息子をひき逃げされた父親イーサンが依頼した弁護士ドワ

イトが実は、そのひき逃げ犯だった。 

 被害者の悲劇・・・①遺族 ②被害者 ③看護者 

 加害者の悲劇・・・再三自首しようとしたが、弁護士だっ

ため信用されず。 

 クライマックス・・・イーサンＶＳドワイト⇒銃社会 

       

８．映画から学ぶヘッドハンティング・新人教育 

（１）『ヘッドハンター』（０４年）（⑨２１１頁） 

（２）『リクルート』（０３年）（④１１１頁） 
（３）『スパイ・ゲーム』（０１年）（①２３頁） 
（４）『ハンテッド（ＴＨＥ ＨＵＮＴＥＤ』（０３年） 

（③２１６頁） 
９．映画から学ぶ危機管理 
（１）『宣戦布告』（０１年）（②２０７頁） 
（２）『日本沈没』（０６年）（⑪５０頁） 

（ＶＳ『ポセイドン』（０６年）） 
（３）『２８日後．．．』（０２年）（③２３６頁） 

『２８週後．．．』（０７年）（⑱３６４頁） 
（４）『感染列島』（０８年） 
１０．映画から学ぶ武器商人 

―儲ければいいのか、武器商人は？ 

（１）『ＤＯＭＩＮＯ』（０５年）（⑨２１６頁） 

（２）『ロード・オブ・ウォー』（０５年）（⑨２０４頁） 
 

＜第４部 映画から学ぶ医療問題あれこれ＞ 

第１ 医療と裁判―医療過誤 

１．インフォームド・コンセント（説明義務） 

２．病院経営・労働条件 

３．看護士が知っておきたい重要判例 

（１）医療水準 

新規の治療法の存在を前提にして検査・診断・治療等に当た

ることが診療契約に基づき医療機関に要求される医療水準で

あるかどうかを決するについては、当該医療機関の性格、そ

の所在する地域の医療環境の特性等の諸般の事情を考慮すべ

きであり、上記治療法に関する知見が当該医療機関と類似の

特性を備えた医療機関に相当普及しており、当該医療機関に

おいて上記知見を有する事を期待する事が相当と認められる

場合には、特段の事情がない限り、上記知見は当該医療機関

にとっての医療水準であるというべき（最判平７・６・９） 

（２）能書判決 

医療品の添付書類（能書）に記載された使用上の注意事項と

医師の注意義務―医師が医薬品を使用するに当たって医療品

の添付書類（能書）に記載された使用上の注意事項に従わず、

それによって医療事故が発生した場合には、これに従わなか

ったことにつき特段の合理的理由がない限り、当該医師の過

失が推定される（最判平８・１・２３） 

（３）いわゆる期待権 

資料６ 

資料７ 
 

資料８の１、２ 
 

資料９ 

エンタメ③ 

日日③ 
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医師の過失ある医療行為と患者の死亡との間の因果関係の存

在は証明されないけれども、医療水準にかなった医療が行わ

れていたならば患者がその死亡の時点においてなお生存して

いた相当程度の可能性の存在が証明される場合、生存の相当

程度の可能性侵害についての損害を賠償しなければならない

（最判平１２・９・２２） 

 

第２ 映画から学ぶ医療問題 

１．医師の生き方  

・『白い巨塔』―財前五郎ＶＳ里見脩二、医療過誤訴訟 

・『ブラック・ジャック』 

・『背徳のメス』（６１年）（⑩４５頁） 

  ―黒岩重吾原作、大阪阿倍野病院が舞台 

・『わるいやつら』（８０年）（⑩２２頁） 

  ―野村芳太郎監督、松本清張原作 

・『パッチ・アダムス』（９８年） 

  ―金儲け優先医療はダメ、愛とユーモア  

・『チーム・バチスタの栄光』（０８年）（⑱１２９頁） 

      （日日０８．２／１５） 

２．安楽死（尊厳死） 

・『ミリオンダラー・ベイビー』（０４年）（⑧２１２頁） 

・『海を飛ぶ夢』（０４年）（⑦１９７頁） 

３．医療保険制度 

・『ジョンＱ』（０２年）（②１３７頁）―アメリカの医療制度 

・『シッコ』（０７年）（⑮２６９頁） 

―カナダ、イギリス、フランス、 

キューバの医療制度 

・ＮＨＫ大河ドラマ『いのち』（８６年）―三田佳子主演 

４．優生保護法―人工妊娠中絶 

・『ヴェラ・ドレイク』（０４年）（⑧３３５頁） 

５．心神喪失（鑑定） 

・『３９―刑法三十九条』（９９年）（①８６頁）  

６．親権者 

・『アイ・アム・サム』（０１年）（②）１２５頁 

・『２番目に幸せなこと』（００年）（①４頁） 

７．少年犯罪（精神鑑定） 

・『深紅』（０５年）（⑧３０４頁） 

・『１７歳の風景 少年は何を見たのか』（０５年） 

（⑧３００頁） 

・『カミュなんて知らない』（０５年）（⑩１６４頁） 

 

８．成年後見制度―これから大変 

・『そうかもしれない』（０５年）（⑫３４３頁） 

９．認知症 

・『私の頭の中の消しゴム』（０４年）（⑨１３７頁） 

・『博士の愛した数式』（０６年）（⑩１７７頁） 

・『明日の記憶』（０６年）（⑩１７２頁） 

・『きみに読む物語』（０４年）（⑦１１２頁』）（⑦１１２頁） 

・『アウェイ・フロム・ハー 君を想う』（０６年）（⑳８２頁） 

１０．クローン人間ＶＳ人受精 

・『スピーシーズ／種の起源』（３部作） 
（９５年、９８年、０４年） 

・『アイ，ロボット』（０４年）（⑥１４２頁） 
・『アダムー神の使い 悪魔の子ー』（０４年）（⑫１０８頁） 

・『アイランド』（０５年）（⑧１３６頁） 

―２０１９年の近未来 

１１．余命宣告（末期ガン） 

・『生きる』（５２年）―黒澤明監督 

・『最高の人生の見つけ方』（０７年）（⑳３２９頁） 

・『象の背中』（０７年）（⑯３８２頁） 

・『Ｌｉｆｅ 天国で君に逢えたら』（０７年）（⑮１１２頁） 

 ―飯島夏樹（プロウインドサーファー） 
・『余命』（０８年） 
１２．高齢者 
・『マルタのやさしい刺繍』（０６年） 
１３．精神病院における患者の拘束性 
・『クワイエットルームにようこそ』（０７年）（⑯４４２頁） 
・『チェンジリング』（０８年） 
 

第３ 『きみに届く声』（０８年）塩屋俊監督）から何を 
学ぶ？ 

１．北岡医師はなぜ離島に？ 

２．所長はなぜ？ 

３．人道主義者、理想主義者の北岡医師はやさしいだけ？ 

４．現実主義者の有津医師はイヤな奴？ 

５．テーマは「強くなりたい！」 

６．ＥＸＩＬＥはレコード大賞を？ 

 

第４ 『感染列島』（０８年）（瀬々敬久監督）から何を学ぶ？ 

１．安藤医師（佐藤浩市）の信頼度は？ 

２．松岡医師（妻夫木聡）について 

（１）最初の診立てはオーケー？ 

（２）人殺しと罵られた時の対応は？ 

（３）感染は怖くないの？（なぜ、感染しないの？） 

（４）ホントにミナス島まで行くの？ 

３．小林医師（檀れい）について 

（１）なぜ、ＷＨＯへ？ 

（２）ＷＨＯの責任者としてのリーダーシップとチームワー

クは？ 

（３）感染は怖くないの？ 

（４）自分が感染した場合の対応は？ 

４．いずみ野市立病院全体について 

（１）三田看護師の選択は？ 

（２）ホントにチームに志願できる？ 

５．ミナス島での立花医師の生きザマは？ 

 

＜意外に面白かった若者向け映画＞ 

 資料１２参照              

エンタメ④ 

日日④ 

エンタメ⑥ 

資料１０ 

資料１１ 
エンタメ⑤ 

シネマ①、② 
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